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【能登半島地震】 

今年の幕開けは、元日の夕方に北陸地方を襲った「能登半 

島地震」でした。臨時ニュースで正月番組が中断され、逐次 

に伝えらえれる被害状況や火事の映像を見て、正月気分が一 

掃され、今年は大変な年になるのではと思った次第でした。 

我が国は、いくつものプレートが折り重なって成り立って 

ているため地震も多く世界有数の火山大国でもあります。そのため、我々の祖先も幾多の災害

に見舞われ、その苦難を乗り越えながら何度も立ち上がり我が国の歴史を刻み続けて来ました。  

記憶に新しい阪神淡路大震災、東北震災、熊本地震においても、被災されて方々は、諦める

ことなく、互いに助け合いながら困難に立ち向かって復興されて来ました。 

今回も過去の災害同様、被災された方々が共に助け合いながら前を向いて進む姿や、全国か

らの支援のもとに、復興に向けて懸命に取り組む姿をみて、日本人の素晴らしさや逞しさを強

く感じました。 

この宮崎県も近い将来に日向灘沖を震源とする南海トラフ地震の発生が予想されており、県

内沿岸部だけでも１．５万人の死者想定の被害見積もりがあります。それに向けた減災の取り

組みも進められていますが、皆様も、今一度地震や風水害などの災害が発生した場合の行動に

ついて、ご家族で話し合ってみてはどうでしょうか。 
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